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声
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意
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し
し
て
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る
の
を
み
か
け
た
ら
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て
や
リ
ま
し
よ
う
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軽
く
声
を
か
け
て
注
意
を
し
て

子
供
遠
が
間
違
っ
た
交
通
を
や
り
ま
し
よ
う
。

し
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ら
、
又
、
危
険
な
遊
び
を
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通
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易
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道使
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料
低
廉
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が
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財
政
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陀
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殺
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下
式
で
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業
代
が
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莉
施
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併

あ
る
こ
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ら
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件
校
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技
術
＂
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万
円
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設
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良
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事
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現
在
、
邑
楽
館
林
地
区
の
い
か
。
時
間
が
ほ
と
ん
と
な
い
よ
う
わ
り
の
も
の
が
十
分
注
意
し

n
 

禾
一
非
行
少
年
で
、
一
号
観
祭
に
何
で
も
子
供
の
気
任
せ
に
な
家
庭
で
は
、
親
と
子
の
心
て
守
つ
て
や
る
必
要
が
あ
る

附
さ
れ
て
い
る
者
が
五
六
名
し
て
野
放
し
に
し
て
お
く
こ
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ
て
そ
う
し
て
徐
々
に
意
志
を
き

二
号
観
察
に
附
さ
れ
て
い
る
と
や
、
子
供
の
要
求
は
何
で
し
ま
い
、
子
供
の
例
か
ら
言
た
え
、
感
梢
を
安
定
さ
せ
な

者
が
九
名
、
合
計
六
五
名
で
も
き
い
て
や
る
こ
と
な
ど
は
う
と
、
温
か
い
親
の
愛
佑
に
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
一
之
が
保
護
司
さ
ん
の
お
世
話
結
局
、
わ
が
ま
ま
な
、
自
己
接
す
る
機
会
が
少
な
い
た
め
と
に
角
、
子
供
た
ち
を
非

に
な
つ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
本
位
の
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供
を
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り
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げ
、
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、
だ
ん
だ
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と
心
が
す
さ
行
か
ら
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る
に
は
、
家
庭
と

、
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げ
か
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し
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こ
と
で
あ
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大
き
く
な
る
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て
、
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ん
で
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に
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が
な
学
校
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の
前
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の
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が
非
行
を
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に
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た
原
か
な
い
子
供
に
し
て
し
ま
う
に
な
る
と
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う
枯
果
を
生
む
つ
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っ
取
リ
除
く
ぺ
き
で
あ

因
は
色
々
あ
る
だ
ろ
う
が

1
1
1あ
ん
ま
り
、
や
か
ま
し
く
世
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
る
。

家
庭
の
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任
、
1
2
1
家
庭
内
の
話
を
や
き
過
ざ
た
り
、
き
び
ん
な
家
庭
で
は
何
と
か
工
夫
特
に
中
学
生
の
非
行
防
止

家
族
関
係
の
よ
く
な
い
も
の
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策
と
し
て
は
次
の
こ
と
を

特
に
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と
子
の
心
の
つ
な
が
羊
目
小
ノ
午
ナ
の
北
介
行
に
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う
強
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し
た
い
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り
が
な
い
こ
と
、

1
3
1
意
志
が
い
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を
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守
さ
せ
る
。

弱
い
と
か
、
興
甜
し
易
い
と
早

1
1

水
門

1
2
1
事
故
欠
席
を
な
く
す
る
。

か
、
自
制
力
が
乏
し
い
と
か

1
3
1
学
習
意
欲
を
盛
り
上
げ
る

い
っ
た
よ
う
な
本
人
の
素
灯
し
く
し
す
ぎ
た
り
す
る
こ
と
し
て
親
子
の
話
し
合
う
楽
し

1
4
1
プ
ラ
プ
ラ
遊
び
を
禁
ず
る

に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で
は
も
桔
果
的
に
は
よ
く
な
い
。
い
時
間
を
作
り
出
し
て
し
ら
I
l
l
バ
イ
ク
や
ォ
ー
！
バ
イ
に

な
い
だ
ろ
う
か
。
斑
境
が
悪
温
か
い
思
い
や
り
の
心
で
適
い
た
い

b

の
で
あ
る
。
親
子
乗
る
こ
，
．
を
堅
く
禁
ず
る

い
か
ら
だ
と
か
、
テ
レ
ピ
、
度
に
世
話
を
や
き
、
子
似
の
が
一
し
よ
に
居
ろ
家
庭
で
し
国
悪
い
遊
び
を
禁
ず
る
。

映
画
そ
の
他
の
マ
ス
コ
ミ
の
要
求
も
正
当
な
も
の
は
適
時
余
り
ガ
｀
．
、
ガ
ミ
こ
こ
と
ば
かm
学
校
の
さ
ま
り
を
守
ら
せ

影
蓉
だ
と
か
言
つ
も
の
も
あ
適
切
に
満
た
し
て
や
る
こ
と
り
言
っ
て
居
る
と
、
い
つ
の
る
。

り
、
確
か
に
原
因
の
一
っ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
へ
た
っ
間
に
か
親
子
の
間
に
心
の
溝
国
外
出
に
は
行
く
先
を
明
ら

思
わ
れ
る
が
、
全
部
が
全
部
か
わ
い
が
り
は
動
籾
的
愛
佑
が
て
き
て
、
し
つ
く
り
行
か
か
に
さ
せ
る
。

で
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
で
あ
る
。
其
の
愛
佑
に
は
さ
な
く
な
っ
て
子
供
の
心
が
親
最
後
に
、
各
部
落
に
生
れ

そ
れ
ら
の
剌
激
を
受
け
易
い
び
し
さ
が
必
要
で
あ
る
。
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
。
た
子
供
会
の
活
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神
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態
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つ
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る
こ
父
も
母
し
傷
さ
に
出
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し
慈
志
の
弱
い
子
但
ゃ
感
枯
て
堕
を
お
く
。

と
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
ま
つ
て
、
親
子
だ
ん
ら
ん
の
の
動
さ
や
す
い
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供
は
、
ま
．
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豊
作
貧
乏
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、
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の
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産
戦
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曇
業
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営
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協
の
道
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勝
つ
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と
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和
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近
の
農
業
は
ニ
一
の
企
で
な
か
ろ
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れ
に
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。
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懸
命
働
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協
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中
心
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「
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た
ら
け
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、
は
た
ら
け
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豊
作
我
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よ
い
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過
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．
ぃ
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り
、
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画
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経
宮
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導
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と
な
お
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楽
に
な
ら
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リ
の
言
葉
を
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ど
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に
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収
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す
る
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組
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力
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を
見
る
。
」
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た
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は
な
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か
、
そ
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ど
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は
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川
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は
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樹
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経
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、
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よ
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ば
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て
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ろ
う
か
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農
家
は
ひ
た
す
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ま
こ
と
に
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異
的
だ
っ
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す
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ば
高
く
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る
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は
何
す
る
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考
え
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大
生
産
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そ
そ
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赤
羽
地
方
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と
よ
り
明
和
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知
つ
て
居
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。
結
局
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。
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い
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察
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と
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村
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付
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術
経
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．
そ
れ
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の
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協
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し
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方
は
軒
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み
と
一
一1
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て
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国
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な
く
て
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、
せ
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創
り
出
す
こ
と
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嬰
で
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制
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は
機
構
的
に
も
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貝

も
よ
い
程
だ
っ
た
。
話
し
に
て
近
県
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情
報
で
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か
ら
な
か
ろ
う
か
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日
本
の
農
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上
か
ら
も
無
理
か
と
思
わ

れ
ま
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。
ど
う
し
て
も
大
き

よ
る
と
千
策
、
茨
城
の
近
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な
か
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た
の
か
、
そ
れ
に
よ
は
す
ぐ
れ
た
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産
者
で
あ
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は
ゆ
う
に
お
よ
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全
国
的
つ
て
転
作
指
芍
な
り
、
作
付
て
も
、
す
ぐ
れ
た
経
営
者
で
な
組
織
の
力
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必
要
と
思
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に
多
か
っ
た
と
聞
く
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当
時
統
制
な
り
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来
な
か
っ
た
か
は
な
か
っ
た
と
い
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れ
て
居
ま
す
。
農
協
合
併
に
よ
り
機

こ
れ
で
果
し
て
採
ヰ
と
れ
る
と
思
う
。
し
か
し
実
際
に
は
り
ま
す
。
構
改
革
を
行
な
い
炭
菜
経
済

相
場
が
く
る
で
あ
る
が
か
と
こ
れ
は
非
常
に
難
か
し
い
こ
最
近
中
小
企
業
の
倒
産
を
の
確
立
に
過
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
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心
配
だ
っ
た
。
は
た
し
て
今
と
で
し
よ
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度
と
か
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し
き
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聞
く
、
晨
産
物
に

年
の
白
菜
は
惨
俯
た
る
こ
と
る
損
害
は
こ
う
む
り
た
く
な
し
て
も
農
家
個
々
が
計
画
し
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くな治か 人当活選め選二県：
だそ←た 物すと挙る挙十知，

＼さ、言 ; 贔；喜厄奇ば合塁 I
°て が ひつしつな県火挙目
投 あ 出とてて選民曜の 9
菜 な すもし‘‘挙の日投呈

伝 合 りさ盈覧了岱手『i
—@' 

れと補つ‘るら‘に‘は選＇
るい者と有この有参有‘挙目
ようにも権と意権加権 権 9
う三投適者゜思者す者 の 9
こ・っ漿任の にのるの 行き
協のす者ー よーこす 使言
力理ると人 つ人とペ

と烹：皐又 五又゜忍 ?l····’~」」
言翡゜姦t： 厚溢： 目 弓 9 ＝モデル地区指定の報告打合せ会＝

れく が登が録 三行た明売つだちイー公誠の選いばらをなの考ーと選

忍［ら； 9 ぢ；ぢ 補 1 令こ。 1§ 唸； ; ；・盈儡らば繋：了合｀ぐ、嚢ゞ念ぷ醤烹累］ 選
るたたまれててた 目れれ選供はとどスに挙前 1f多反新なとに政はち係と行二守挙

令靡ふ；忍も、 h｀晶 登塁 IE ; ：尼孟で悶もば＄門ぢ； ？門＼；負閲笹扁；農繋名丈るを
こ、令t‘゜合翠〗史 七 録 昔全’羞賣：i名羞と靡ほ弓弓品も虐名悶翠易之貫名、力：g ?竺喜運
を烹素 合含五畠］一 申 人［み品氣竺り翠ぢ翌門‘る］ふ閉よ字盆；〖玄閲論農彎ては動
あらに 投簿挙に 四 諸 名 ’で治かとで 1―よでとのすでま々のるけば権りーよ騒選事
らもつ 菜に権登 ‘はつに‘筋ぅはかはがすすそはとれな利え般うざ挙の
八諸る な充々を 9、期 簿＇補認機随 たれに達もまか な投ののここ私で貝しいさまと と鹿すはでつ発選規違選そ勝な対くてつのしい徹
日期補こつ選の 1ー ら 間 言者識会やそいる考のしい‘そい栗で代まれ達すと実うんせ理今聞なぐ不さけにし則反挙のてかがな＼、てよ当粛底
ま問充んて挙た選 昌にををラれ’実え生かこ選れです‘表でが 1こ°相際こがん屈さき選失正るれ全ただで違法ずつあるたはう時正し
では選どお人め挙十 は 巨つ深通ジに 行‘活たと挙にしる候とも代かそ談にと相が 1まらま挙格なも 1i力者つも反律選たりの議売なのをた
の七挙り）り名に権 八 ＇いめじオは 力そのがをのはよも補し議議わこすはと談‘く民しはす投の自をはた候か 挙が‘で員収き国図選
五月人知ま淳‘を 三てるてそ私 のれこな言時どうの者て員貝つでる国思し簡言主たやる票だ分上当の補出 法ーな議はやび会ろ挙
日十名祁すを選取 日 ＇兵と政の達 あをといつだんかでか私も政て代こでいて単っ政゜らのでつが 1f選で者た震は般か会当供し譜う法
間四簿選°作挙得 ま ＝剣と治他も る実な‘人けな°なら達甘治相表ともまやに考治 なで当た繰一者‘は場点改のなで選応い員との
で日の挙 るのさ で 言にもにあ乎 人践ぞ本を口人 い頼が長で談をは県する言えと くそ選 9,• 上人の次失合は正世か猛がで法にし改
すか登に こつれ 昌研に対ら菜 をしを当選先を のま頼もすす出不で°政又はは なんしそげで違点格ど‘さ論通烈で当律はた正
°ら録お とどた 亘究‘すゆ 選て氏にんマ這 でれむ私°るし可もし治ばあな つなての当も反ですんもれに過なき選を‘‘を
十申け に補方 旨し候るる新 びく剣私でっ，，． はても達ど‘て能全かと皆りぞ た馬も后選見摘落るなしたはし反なし作そ然行

ニ ーの 弓 ⑥のいがデす義す与るでのは l町 すな

下猛亨：｀忍‘隔届三畏靡五靡ら＇翡午午投；gわ、いをが各よ忌f話g開゜；

動時I 場 呼］

||l|1 帽”'
自治省よ り指定

モデル地区

にいの公
参や村指明本
集‘で定選村
し村はと挙は
て政二合運今
買座年せ勁年
＼ヽ談のてモと
‘会指ニデ来
指な定ケル年
定ど期所地の
をを間に区二
受通になは年
けじ有り‘間
たて線ま昨公
報‘放し年明
告政送た度
と治を°か翠
今に主 ら運
後関体 始動
のすと りモ
事るし 県—
業関て 下：
運心‘ で
営をそ は地
に高れ 沼区
つめに 田尺
し、る地市自
てた域 が治
協めグ 指省
議公ル 定よ
し明］ さり
た選プ れ指
°挙に て定
推よ おさ
進る りれ
関話 ‘ま
係し本し
者合村た

1.----1 

話有

し線

合放

い送

通
じ
て
明
る

い
村
づ
く
り

発行所

明和村役場

編集総務課
発行人 庶務企画係

印刷所小林印刷所

明和村の人口
(7 月 1 日現在）

世帯数 1, 710戸

人口総数 9, 012人

男 4. 427人

女 4. 585人

本籍人口 12, 399人

枕
を
高
く
し
て
安
眠

宍
戸
左
行

——--
義んたと群者生秋そ
え金だ罹馬をじ田つ去新潟地撰
ん募き災県だ‘‘たる -ー--—————
金集た者にした山新六
を対いのおまく形潟月
材策と更＼、しさの地十 ュ
集本＇生てたん各裟六 ，i佳
す部今のは°の県は日
るを回ー‘こおで‘に 義
こ設新助いの気甚新突
とけ潟にさ被の大潟如 援災
に一地資さ害毒なをと

令烹閾認註喜料 金
まらえいりし災をめお を者

を し皆期品反呼後し十り
育送に

附こてさ間が群び有た 六
しの＼、まは役をか線゜
ておまの七場呼け放本 日 ま
住金す尊月にんま送村 i 
民や゜＼、二届でしをに七し
課日 毅＋ It‘た通お
ヘ用 又日ら温とじい旦ょ
お品 んまれかこ村て—こ
届等 金でていろ民も十つ
けは 品でいこたの被 日
下住 をすま同い皆害
さ所 お゜す情へさ発ま
＼ヽ氏 待 °のんま生で
°名ち 金なに直

,¥ I 
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一
ス
ボ
ー
ツ
に
は
、
そ
れ
ぞ
ー
ル
の
中
で
特
に
必
要
と
説
こ
と
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ

れ
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。
こ
の
め
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
困
う
。
こ
ん
ど
、
叩
和
村
が
公

ル
ー
ル
を
み
ん
な
が
守
る
こ
民
の
総
意
を
も
つ
て
制
定
さ
明
選
挙
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

と
に
よ
っ
て
ゲ
ー
ム
が
楽
し
れ
た
も
の
が
「
i
i
t
i
t
」
で
、
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
子
供
の
時
か
ら
、
い
つ

く
進
め
ら
れ
る
。
ル
ー
ル
に
之
が
順
守
を
1
1
1
家
が
強
制
し

........ 

反
す
れ
ば
、
反
則
を
と
ら
れ
て
い
る
。

........ 

, 

て
＇
て
れ
ぞ
れ
の
罰
則
が
適
用
近
頃
は
、
こ
の
大
切
な
ル
で
も
、
ど
こ
て
も
、
ど
ん
な

/
9
]

げ
0いn□5
9

な
ル
ー
ル
を
｀
し
つ
か
り
守

に
設
け
ら
れ
、
こ
れ
を
よ
く
げ
か
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

守
る
人
は
有
徳
の
土
と
し
て
少
年
の
禁
油
、
禁
性
法
な
ど

...... 

', 

... 

尊
敬
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
は
以
前
か
ら
軽
祝
さ
れ
て
い
り
ぬ
く
と
い
う
桔
神
即
ち
順

あ
る
。
み
ん
な
が
こ
の
ル
ー
た
。
道
路
交
通
法
、
食
笹
法
祗
ほ
柾
ぃ
J
育
で
で
仔
ぃ
l
.
)
{
­

ル
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
公
職
選
挙
法
等
々
、
悪
い
こ

る
（
楽
し
い
社
会
生
活
が
営
と
を
承
知
し
て
い
な
が
ら
迎
が
必
要
欠
く
ぺ
か
ら
ざ
る
根

... 

ま
れ
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
ル
反
行
為
が
あ
と
を
絶
た
な
い
本
問
俎
だ
と
思
う
が
と
う
か

1
か
、
注
目
に
値
す
る
。
一
か
ら
近
く
こ
連
絡
が
あ
る
こ
と
一
設
の
た
め
に
よ
ろ
し
く
こ
協
力
考
え
な
け
れ
ば
と
始
め
た
。
」
一

も
ち
ろ
ん
後
援
会
が
熱
心
に
低
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
福
一
下
さ
い
。
問
豚
肉
は
価
格
変
勁
が
は
げ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
ほ
、
砂
塀
、
ビ
ン
ポ
ン
場
、
一
祉
の
た
め
、
明
―
合
切
和
村
悶
し
く
、
非
常
に
不
安
定
だ
が

羞
び
場
な
ど
遊
ぶ
施
設
を
作
答
「
お
つ
し
や
る
と
お
り
、
昨

年
十
二
月
中
旬
迄
の
恭
騰
、

り
返
え
さ
れ
て
い
る
。
私
は

•
い
き

1
1で
戸
|
『
:
I
t
t
ロ
ロ
ロ
—
界
且
賃
“

七
月
そ
ヤ
八
日
三
年
の
焦
叫

0
選
ヤ
会
の
場
所
及
び
日
岡
日
赤
糾
資
農
江
黒
小
牧
良
術
さ
ん
を
訪
ね
て
成
豚
を
咋
年
十
二
月
中
句
の

摩
と
な
る
明
和
村
塁
貴
贋
の
事
杉
，
9
-
合
せ
て
団
和
徴
収
ょ
七
月
高
位
で
出
荷
し
そ
の
後
は
子

5

会
委
且
選
牛
を
七
月
十
五
日
に
村
役
均
で
七
月
十
五
n
午
後
ー
熱
心
な
捉
豚
伐
京
を
と
い
う
i
叫
い
を
し
て
閃
境
の
整
っ
た
も
取
り
に
転
換
し
た
の
で
よ
か

七
時
開
始
し
ま
す
。
赤
十
字
事
業
に
つ
き
ま
し
て
こ
と
で
、
千
江
田
仄
協
か
ら
推
の
で
子
取
り
豚
八
頭
の
ほ
か
、
つ
た
が
、
子
豚
が
七
千
円
以

第
農
業
経
営
の
難
し
い
と
き
で0
選
挙
人
名
薄
、
補
元
逝
井
人
は
村
民
皆
さ
ま
の
理
解
あ
る
ご
せ
ん
さ
れ
た
江
黒
の
小
牧
艮
衛
股
協
委
託
飼
育
に
よ
る
お
す
豚
上
も
し
た
の
で
は
ど
う
計
ヰ

あ
リ
、
股
菜
委
貝
の
は
た
す
役
名
窃
の
閲
整
は
あ
り
ま
せ
ん
協
力
に
よ
り
、
博
愛
と
奉
仕
の
さ
ん
を
訪
ね
て
、
在
豚
経
営
に
一
頭
が
か
わ
れ
て
い
る
。
し
て
も
高
い
飼
料
を
く
れ
た

三
月
五
日
確
定
し
た
名
簿
に
赤
十
字
精
神
を
た
か
め
、
益
々
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
尋
ね
た
。
主
な
る
問
答
は
次
の
と
お
り
の
で
は
採
算
が
と
れ
な
い
。

一
、
殷
地
等
の
利
用
関
係
に
つ
登
録
さ
れ
て
い
る
者
し
か
選
そ
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
小
牧
さ
ん
が
程
豚
を
始
め
た
問
養
豚
を
始
め
た
動
機
に
つ
そ
こ
で
子
豚
が
値
の
よ
い
時

い
て
の
あ
っ
せ
ん
。
挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
は
誠
に
感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
五
月
で
い
て
は
子
取
り
を
し
て
売
り
出
し

子
が
安
く
な
っ
た
ら
自
分
で

二
、
股
業
及
び
漿
村
に
関
す
る
0
被
選
挙
権
選
挙
期
日
（
七
ろ
で
あ
り
ま
す
。
三
年
の
短
い
経
験
年
数
で
す
が
答
外
え
出
稼
に
行
け
ば
一
日

振
興
計
画
の
樹
立
及
ひ
実
施
月
十
五
8
)

に
二
十
才
以
上
日
本
赤
十
字
社
々
技
は
年
額
現
在
す
で
に
豚
令
は
、
軽
紐
鉄
千
円
の
労
行
に
な
る
が
、
股
飼
育
す
る
と
い
う
自
粕
調
整
ま
し
よ
う
。
i
り
[
白
]
碑
虫
目

の
体
制
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
又
散
布
し
た
処
に
は
赤
旗
や
f
よ
{
-
八
オ
ー
ニ

0
オ
の
男
子
詳
し
い
事
は
住
民
課
へ
相
談
し

の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
の
者
で
選
挙
栢
の
要
件
を
そ
百
円
で
す
が
七
月
中
に
日
赤
奉
骨
舎
一
六
坪
、
木
造
舎
―

-
0坪
業
を
営
む
か
ら
に
は
矢
張
り

立
札
を
立
て
る
こ
と
。
}
だ
[
の
選
考
し
試
験
及
び
身
体
検
査

⇒、
下
さ
い
。

三
、
股
業
技
術
の
改
良
、
病
虫
な
え
た
名
で
す
。
仕
団
（
婦
人
会
）
の
方
々
の
ご
日
当
り
よ
く
、
通
風
の
よ
い
｀
股
菜
を
埜
糀
と
し
て
．
、
経
営

0
特
定
毒
物
の
収
穫
前
使
用
禁
i
口
＂
俸
給
l
―
-
、
四

0
0
円
は
か

喜
除
其
他
殷
菜
生
産
の
増
く
わ
し
い
こ
と
は
選
挙
智
理
協
力
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
に
住
宅
の
東
側
に
、
プ
ロ
ッ
ク
の
の
合
理
化
、
所
得
の
向
上
を
駄
目
だ
」

進
、
経
営
の
合
理
化
及
び
殷
委
貝
会
え
問
い
合
せ
下
さ
い
。
な
り
ま
し
た
。
問
養
豚
を
す
る
う
え
で
注
意
止
一
窓
一
募
集

汀
口
鱈
"
賃
：
防
犯
活
動
て
五
彗
閻
謬
炉
E
;
"
9
:
[い5

答
『
口
[
n
f
を
始
め
た
ら

7ほ
JIい
い
｀
口
間
接
侵
聞
の
肋
衛
、
災
害
の

[
m一犬
の
は
な
し
飼
は

．
価
格
変
動
に
左
右
さ
れ
ず
中
果
物
に
か
け
た
と
き
は
二
週
復
旧
．
人
命
救
助
等
国
を
護
る

八
十
七
万
二
千
円
と
な
つ
て
い

幸
主
な
選
挙
執
行
事
項
は
ど
表
彰
）
ま
す
。
・
断
し
な
い
で
箱
絞
す
る
こ
と
閲
ぶ
息
ぃ
危
険
て
す
自
術
官
の
募
渠
ヵ
行
わ
れ
て
居
ぽ
止
め
ま
し
よ
う

0
選
挙
期
日
告
示
の
n
七
月
こ
村
内
こ
と
も
会
の
先
本
年
も
叫
年
同
様
面
の
こ
い
．
し
、
4
，
第
二
に
、
値
が
高
く
て
も
「
ラ
か
ら
宜
ぺ
た
り
出
荷
し
た
り
ま
す
。
こ
の
村
；
現
在
二
十
蔽
近
犬
の
は
な
し
飼
を
す
る
で
群
馬
県
飼
犬
取
締
条
例
に
よ

□[
]
]
]
]
]
『
]
あ
建
]
]
]
]
]
『
-
援
]
]
]
心
]
/
入

]
[
9
{

答
導
]
協
[
[
]
:
]
f
l
l
図
/
]
]
]
:
]
]
]
/
]
]
]
]
[
楽
／
＿
森
[
]

□l
l
D
]

『

]
/
m
]

一
更
に
熱
心
に
臼
本
を
投
下
し
ど
で
、
し
1
る
る
ま
す
分
間
を
、
母
親
ら
し
い
愛
ぶ
と

i
 

｀
・
・
施
設
を
充
尖
し
て
生
産
を
上
1
1
i
g
じ
て
生
梨
い
い
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
方
で
、
赤
そ
の
話
を
聞
い
て
や
る
こ
と
に

、
る
こ
と
な
ど
、
将
米
ぱ
従
豚
た
一
0
9
0
怒
｀

9

へ
密
く
て
て
ら
ゃ
ん
の
要
求
を
知
る
こ
と
が
致
す
こ
と
は
、
子
供
の
一
生
を

.. 

、
i
け
で
経
営
が
成
り
立
つ
よ
う
研
1
、
0
,
L
I
が
方
、
ら
も
で
さ
ま
す
。
支
配
し
ま
す
。

一

究
し
て
行
き
た
い
と
語
っ
て
お
い
て
く
る
々
毛
下
で
か
を
そ
れ
は
、
ま
ず
、
涙
を
出
さ
忙
し
い
と
い
つ
て
、
こ
う
し

よ
し
低
あ
弱
粗
の
。
状
。
方
柄
ず
、
目
を
開
い
て
頭
を
左
右
に
た
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
方
を
無
視

ょ
、
よ
、
C
i
振
る
泣
き
方
は
退
屈
な
と
き
で
す
る
こ
と
は
、
そ
の
赤
ち
ゃ
ん

＿
り
、
熱
意
に
敬
服
し
て
辞
し
た
て
を
が
で
が
。
に
茎
る
羽
る
下
葉
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―
-
=
=
=
i
-
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i
―
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巨
―
-
-
5
·
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二
1
"
"
b
l
l
―
―
u
r
.
h
―
―
云
＝
＝
1
-
―
-
．
植
粒
草
ま
全
あ
全

5
葉
P
類
P
茎
葉
す
。
の
人
格
形
成
の
上
で
よ
く
な
い

目
を
開
閉
し
て
身
体
を
動
か
彩
雰
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

農
協
合
併
座
談
会
七
月
中
す
。
い
い
1
3
1
い
国
伺
ー
ー

m

す
の
は
、
運
動
し
た
い
と
き
で
す
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
を
も
つ
母

し
つ
絃
以
り
て
の
形
が
根
り
ら
で
る
す
。
又
、
両
足
を
ち
ぢ
め
て
切
親
の
い
る
家
庭
で
は
、
母
親
自

旧
、
県
の
指
母
に
よ
り
各
町
す
。
次
に
股
菜
構
造
改
善
事
業
農
薬
の
事
故
を
け
も
、
m
か
つ
上
。
円
み
け
お
か
形
い
れ
ぎ
れ
に
泣
く
の
は
、
ど
こ
か
身
の
目
ざ
め
は
も
と
よ
り
、
周

村
が
殷
業
組
紐
の
拡
大
強
化
を
で
す
が
こ
れ
も
併
せ
て
行
い
ま
い
を
王
1
つ
あ
の
る
栢
込
つ
で
方
臓
て
痛
い
か
、
か
ゆ
い
か
ど
ち
ら
か
囲
の
人
た
ち
も
気
を
つ
か
つ
て

図
つ
て
股
菜
経
営
世
に
消
済
低
す
。
現
在
↑
江
果
て
二
十
三
町
な
く
し
ま
し
よ
っ
叶
ぅ
白
る
き
、
る
い
に
て
く
切
で
込
上
は
如
の
と
き
で
、
涙
を
出
さ
ず
目
を
や
り
た
い
も
の
で
す
。

度
化
を
狙
つ
て
い
ま
す
。
一
市
歩
臨
田
事
業
を
し
た
い
と
中
出
六
月
十
五
日
か
ら
七
月
十
四
1
ろ
め
い
大
。
く
。
あ
少
体
い
き
の
柄
さ
の
葉
を

町
村
一
伐
協
に
し
組
紐
を
拡
大
が
あ
り
ま
す
が
こ
れ
で
は
規
楼
て
こ
た
て
が
る
太
る
で
て
全
つ
大
り
無
抱
茎
る
茎

日
ま
で
殷
薬
危
害
防
止
運
動
、
又
即
る
し
丈
な
が
い
毛
め
は
で
が
わ
。
は
を
に
い
く

〇
特
定
毒
物
散
布
の
注
意
植
全
ー
を
草
に
茎
て
無
極
葉
ま
葉
ま
ー
葉
茎
特
て
深

し
よ
う
と
本
村
も
七
月
中
に
限
が
小
さ
い
の
で
出
来
か
ね
ま
す

の
係
官
を
招
き
部
落
座
談
会
を
の
で
比
3
様
と
話
合
い
を
持
ち
事
農
協
な
ど
で
使
用
す
る
ホ
リ
x

開
き
、
国
や
原
の
い
わ
れ
る
組
業
計
画
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
r
ー
ル
な
ど
の
共
同
防
除
作
1
1
1
2
1
3
U
1
5
1
6
1
7

特
ー
色
と
見
—
分
け
方

緻
の
強
化
を
図
り
た
い
も
の
で
内
容
そ
の
他
は
後
日
述
絡
し
ま
業
に
従
事
す
る
と
さ
は
｀
・
コ

ア
ヤ
ク
・
ク
―
ー
オ

テ
明レ
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10 月から使用

発行所

明和村役場
編集総務課
発行人． 庶務企画係

印刷所小林印刷所

明和村の人口
(9月 1 日現在）

世帯数 I. 707戸

人口総数 8. 991人
男 4. 417人

女 4. 574人

本籍人口 12. 381人

台風シーズン
—···こ··:·ュ·ご.. ご．·c ．．．．．．：：：；：一；；字・：：：：：：：：：：：：：：：：ご

十分な事前

準備をしよう

今
月
は
一
、
二
度
台
風
が
来

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

去
る
八
月
十
一
日
に
は
大
字

須
賀
地
先
の
利
根
川
で
、
群
馬

原
防
災
総
合
訓
練
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

出
水
期
に
あ
た
り
、
水
防
演

．
習
を
主
に
浙
習
参
加
者
及
び
来

賓
な
ど
約
一
、

0
0
0
名
の
人

が
参
加
の
も
と
に
自
衛
隊
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
物
査
投
下
、
群
馬

媒
苔
察
の
人
命
救
助
、
日
本
赤
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[出
い
I
i
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n
]
記
エ
出
団
叩
[
[
言
ぃ
号
ロ
ー
一

あ
げ
ま
し
よ
う

で
開
他
さ
れ
、
第
十
八
回
は
た
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ー
ペ
ル
タ
も
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
は
過
熟
し
て
色
択
の
一
環
と
し
て
、
県
の
指
澤
に

束
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
ン
は
「
あ
る
個
人
が
成
功
し
な
い
。
そ
れ
に
は
国
民
の
一
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
が
悪
く
な
り
胴
よ
っ
て
部
落
数
ケ
所
の
田
ん
ぼ

昭和 39 年 9 月 1 5 日 明 和 村

9月 15 日現在



昭和 39 年 11 月 25 日 第 47 号 (1) 

農
業
構
造
改
善
事
業

千
津
井
の
花
栽
培
と
南
大
島
の
胡
瓜

事
業
費
総
額
四
、
八
三
二
万
円

改
善
事
業
の
参
加
g
-
i
戸
当
訛
闊
窄
目
指
し
た
も
の
で
千
津
井
花
升
＿
―
南
大
島
野
菜
決
勾
の
収
入
状
況
は
（
干
円
）
八
一
、
四
彩
で
ほ
と
ん
ど
を
占

一
り
茄
低
出
衆
品
を
一

5
万
円
と
一
参
加
殷
琢
の
新
ら
し
い
腹
業
へ
函
．
地
区
一
固
芸
組
合
園
芸
組
合
囚
庫
支
出
金
八
‘
1
0
七
め
て
お
り
ま
す
。

い
1額
を
は
る
か
に1廻
つ
て
一
の
代
息
、
企
業
殷
業
へ
の
意
閥
＿
五
吐
彗
＿
四
皇
一
鐸
臼
＿
彗
一
岬
究
五
O
·
六
％
こ
の
よ
う
に
医
療
『
が
あ
が
つ

い
て
、
改
棺
後
は
生
直
~
岱
欲
が
伺
え
ま
す
。
補
'
|
、
|
_
i
ー
，
＇
9
9
1
,
'
|
.
’
保
険
税
五
‘
』
-
―
-
『
正
た
原
因
は
、
①
六
都
市
と
そ

こ
の
事
菜
の
完
?
1
7
ク
＿
町
頸
畔
げ
＿
口
ぱ
一
[
[
酷
一
疇
転
皿
屑

□｀
尼
芦
娩
越
金
一
、
七
七
七
の
他
で
は
す
べ
て
の
医
朕
唇

[
 

.. 

成
に
よ
っ
て
実
花
輩
”
-
―
棟
：
o
o
＿
一
＿
＿
＿
一
•
一
必
が
あ
っ
た
が
九
月
よ
り
す
ぺ

施
地
区
の
殷
業
事
出
荷
所
一
ー
一
般
会
計
繰
入
金
六
四
八
て
六
大
都
市
並
と
な
っ
た
。

動
力
＿
＿
l
"
＿
―
台
＿
七
0
0
四
·
-
®
医
療
我
の
給
付
は
全
貝
五
割

＇
ー
は
、
今
迄
の
股
業
閲
除
機
一
ー
9
1
I
I
I
l
R
半
又
出
金
一
七
、
で
あ
っ
た
が
十
月
よ
り
柑
帯
主

汀
『
f
i
ー
麟
闘
―
[
]
[
-
―
棟
一
H
o
o
o
．
一
（
準
世
幣
主
）
に
つ
い
て
は
七
割

―
―
ー
そ
の
他
の
収
入
一
0
三
、
と
保
険
給
付
の
改
苦
に
よ
る
も

・
組
み
を
も
た
温
室
一
個
人
八
棟
て
互
o
o
,
I
0
•
六
の
で
あ
り
ま
す
。

｀
息
＿
＂
唸
―
四
、
襄
＿
―
個
人
l
n
o
棟
＿
『
0
0
合
計
一
六
、
0

王
0
、
0
|
_
|
1

J
l
図
:
]
/
]
/

□ 産
[
]
農
[
]
.
]
栽
国
／
／
／
／
／
~
費
]
]
]
般
―
[
l
t
i

/
/
/
A
]

政
[
]
:
]
振
資
策
紐
季
い
/
[
由

ご
]
]
P
l
`
[
]
]

三]
]
]
]
P
l
[
]

言
〖
[
-
]
[
]
』
』
万
]
]
[
]
]
]
]

□

[
]
三
[
"
/

□

年
計
尉
汀
謬
汀
只
鱈
麟
這
鯰
云
駐

5
;
"
[
支
出
の
主
な
る
事
業
汀
計
[
9

：
⑤
汀
三
]
\
]

紐
□

9
6
叩
謬
罰
詞
胃
腎
出
皐
臼
爪
口
闊
詞

P

□
口
口

刀
n

g
子
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
国
庫
支
出
金
で
は
六
•
四
村
債
は
西
小
学
校
建
築
快
消
防
費
r
l
t
問
用
抜
井
戸
を
二
万
八
千
円
が
支
出
さ
れ
た
。
”

そ
の
外
、
特
別
会
計
の
状
況
は
-
9
6
、
六
九
万
三
千
円
の
戟
収
と
七
百
万
円
、
中
学
校
屋
内
運
動
五
カ
所
、
H
事
代
一
八
万
七
千
保
健
衛
生
費
伝
染
病
予
防

‘, 

実施2地区決定

発行所

明和村役場
編集総務課
発行人 庶務企画係

印刷所小林印刷所

明和村の人口
(l!月 1 日現在）

世帯数 1. 706戸
人口総数 8, 987人

男 4. 412人

女 4. 575人

本籍人口 12. 395人
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和
中
学
校
校
庭
で
開
催
し
ま
す
の
過
料
に
科
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ま
す
。
一
の
大
半
が
不
幸
に
し
て
脳
炎
後

団
長
の
指
揮
の
も
と
に
B

頃
り
ま
す
か
ら
、
こ
注
意
下
さ
い
回
（
柔
道
）
小
磯
正
昭
（
明
中
）
逍
症
と
い
う
誠
に
笈
応
す
ぺ
き

鍛
え
た
旺
盛
な
消
防
精
神
を
充
四
不
動
産
取
得
税
は
館
林
財
務
明
和
村
の
菊
展
示
会

l

石
川
良
夫
爺
高
）
一
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
で
調
査
し
評
価
し
て
そ
の
不

分
に
発
揮
し
、
規
律
正
し
い
、
第
原
口
市
（
明
中

動
産
の
価
格
を
定
め
て
、
そ
の
そ
の
た
め
日
脳
の
予
肪
翡

m
]
]
]
]
]
[
`
]

』[
L
]
]
]
]
]
9
]
]
]
]
]
]
P
l
]
-
]
]
]
[
]
]
:

回

[
]
]
m
m
r
n
]
]

t
r
]
既
]
/
希
]
]
i
の

詞
叩
i
t
J
l
閏
悶
疇
霞
疇
置
[
[

□7｛
ロ
ー
ル
ニ
詞
冒
F
、
◎
]
冑
[
[
国
詞
叫
ょ
[
[

日
ば
閻
五
這
門
賢
戸
い5
5日
『
畠
岨
5
]建
設
工
事
は
じ
ま
る
賞
全
国
審
査
汀
汀
丑
い
『
＂
｀
十
[
I
t
女
の
先
生
方
ヵ
代
つ
で
補
刃
し
よ

I
|
|

さ
れ
ま
す
。
心
課
税
さ
れ
ま
す3

七
コ
ー
ス
ニ
五
米
·
工
事
毀
四
―

r

万
円
入
二
等
日
前
橋
市
の
媒
消
防
学
校
に
お
競
技
場
を
始
め
前
橋
市
内
十
パ
い

[
:
I
c

い
『
い
心
ぃ

a
共
同
募
金
完
遂

報
ん
。あ

ら
か
じ
め
被
保
険
者
証
の
こ
の
運
動
の
韮
点
注
意
事
項
に
不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
は
力
所
の
会
場
で
、
陸
上
競
技

所
在
を
ハ
ッ
キ
リ
し
て
お
い
て
は
、
家
屋
は
使
用
を
開
始
し
て
か
ら
明
和
中
学
校
に
水
泳
プ
ー
ル
＝
’
。
プ
ー
ル
の
規
模
は
、
長
さ
で
西
小
一
年
い
て
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
頁
状
排
球
・
ば
叫
球
・
軟
式
庭
球
．
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
去
る
十
月
一
日
よ
り
全
国
一

下
さ
い
。
も
し
肢
保
険
者
証
を

m

燃
焼
器
具
等
に
よ
る
火
災
＋
日
以
内
に
館
林
財
務
事
務
所
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
学
校
施
設
二
五
米
、
巾
一
三
米
の
七
コ
ー
圭
木
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
卓
球
・
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
・
柔
の
で
、
保
護
者
会
の
強
い
要
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
赤
い
羽

1
1

紛
失
し
て
い
る
方
は
役
垢
窓
口
防
止
課
税
課
ま
た
は
市
町
村
役
場
の
設
備
の
充
実
を
韮
点
に
昨
年
は
ス
の
も
の
で
す
。
建
設
諸
負
額
大
山
均
君
逍
・
剣
荘
·
弓
近
の
九
種
甘
望
に
応
え
、
村
当
局
の
こ
諒
根
の
共
同
硲
金
運
動
し
、
本
村

で
再
交
付
中
諸
の
手
続
を
行
っ
m

事
業
所
等
の
火
災
防
止
税
務
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
。
明
和
西
小
学
校
校
合
、
中
学
校
四
一

0

万
で
1
1
1
庫
補
助
金
八
一
こ

b
三
十
九
年
度
の
公
明
④
）
劫
竺
杢

6
に
よ
り
に
つ
い
て
狂
々
し
い
競
技
が
解
を
得
て
、
十
月
八
1
1
か
ら
は
今
年
十
七
同
目
の
運
動
と
し

「
不
動
産
取
得
税
申
告
書
」
に
万
二
千
円
か
見
込
ま
れ
て
い
ま
ー
カ
月
間
、
梁
瀬
節
子
先
生
て
、
皆
さ
ま
方
の
理
解
あ
る
こ

て
手
元
に
用
意
し
て
お
い
て
下
と
な
つ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
館
林
財
務
事
務
所
か
市
体
育
館
を
建
設
し
ま
し
た
。
す
。
訥
負
業
者
は
、
明
和
村
川
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
邑
楽
郡

村
さ
い
。
こ
の
村
で
も
、
三
十
九
年
度
町
村
役
場
に
申
告
し
て
下
さ
い
本
年
は
中
学
校
水
泳
プ
ー
ル
を
俣
の
荒
井
建
設
株
式
会
仕
で
す
夕

□口
酎
紅
汀
◎
教
育
委
員
の
異
動
で
は
、
郡
体
育
振
興
会
（
会
に
わ
願
い
し
て
補
逸
に
あ
た
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
い
ち
早

年
末
も
お
し
迫
つ
て
の
被
保
秋
の
消
防
点
検
を
十
一
月
二
十
曰
申
告
否
を
期
限
ま
で
に
捉
出
建
設
し
、
夏
期
体
百
に
効
果
を
九
月
二
十
二
日
和
工
し
て
、
ス
ら
一
一
人
の
児
童
が
応
募
九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
長
坂
上
毅
兵
）
が
選
手
派
逍
つ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
＜
完
遂
で
き
ま
し
た
。

険
者
証
の
交
換
で
あ
り
何
か
と
九
日
午
前
八
時
三
0
分
か
ら
明
さ
れ
な
い
場
合
は
三
万
円
以
下
発
揮
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
完
成
は
明
年
一
月
の
予
定
で
す

k
し
見
事
に
群
馬
県
第
一
な
っ
た
小
松
原
源
次
郎
氏
の
の
母
体
と
な
り
、
全
種
目
を
万
障
を
排
し
て
お
手
伝
い
下
こ
の
尊
い
お
金
は
、
群
馬
県

さ
っ
た
果
瀬
先
生
に
深
く
感
内
の
民
間
社
会
事
業
の
賓
金
と

次
帯
査
に
入
貫
し
ま
し
後
任
と
し
て
南
大
島
の
本
沢
通
じ
て
院
督
以
下
約
一
四
〇

n
I

謝
す
る
と
同
時
に
科
ほ
先
生
し
て
、
養
護
施
設
、
情
薄
者
施

手
名
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
の
全
快
の
一
日
も
す
み
や
か
設
、
妥
老
院
、
母
子
寮
、
保
育

秋
も
た
け
な
わ
、
十
月
二
十
く
。
そ
の
実
績
の
素
晴
し
さ
に
斉
年
婦
人
会
館
の
設
備
も
よ
国
休
を
開
い
た
時
に
は
婦
人
月
曜
日
で
し
た
が
昨
日
の
人
出
幸
里
．
こ
。
正
造
氏
が
選
任
さ
れ
、
同
し

な
お
、
明
和
村
か
ら
出
場
し
な
ら
ん
こ
と
を
祈
る
も
の
で
所
、
身
体
隣
害
者
加
設
、
そ
の

二
日
よ
り
一
週
間
国
内
研
脩
と
驚
き
ま
し
た
。
品
取
で
有
名
な
く
、
調
理
室
も
あ
り
、
何
で
も
会
が
先
頭
に
美
化
運
動
に
活
踊
は
二
万
人
と
い
う
こ
と
で
す
が

m
｛
一
年
生
大
山
均

v

任
期
滴
了
と
な
っ
た
年
日
山

し
て
群
男
県
よ
り
八
名
、
引
卒
砂
丘
に
案
内
さ
れ
、
そ
の
神
秘
そ
こ
で
勉
強
が
で
き
る
の
で
羨
さ
れ
た
そ
う
で
今
な
お
絞
1
1
紙
―
つ
落
ち
て
い
ま
せ
ん
。
時
必
＾
（
川
俣
）
猶
一
郎
氏
は
再
任
さ
れ
ま
し
た
選
手
は
次
の
諸
君
で
あ
り
す
。
他
社
会
福
祉
協
議
会
な
と
、
あ

者
共
十
＿
名
で
中
国
地
方
に
向
と
伝
説
な
ど
を
聞
き
、
日
本
海
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
他
ら
れ
て
い
る
と
か
、
な
る
ほ
ど
．
j
,
六
年
生
宮
塚
真
智
た
。
＋
月
一
日
現
在
の
委
貝

明
ぅ
。
は
か
ら
ず
も
そ
の
一
人
に
を
一
望
の
も
と
に
見
渡
す
絶
ど
一
回
に
わ
た
り
交
歓
会
を
し
ま
市
内
は
清
掃
さ
れ
よ
い
感
じ
で
折
伎
な
と
芝
生
に
モ
ー
セ
ン
を
学
子
（
中
る
）
及
ひ
事
務
局
職
貝
は
次
の
通
ま
ね
く
地
域
住
民
の
福
祉
の
た

ー
加
わ
り
ま
し
た
。
烏
取
県
に
は
自
然
の
美
し
さ
に
し
ば
し
見
と
し
た
が
、
私
達
．
敷
さ
、
お
茶
会
な
ど
を
や
る
時
、
り
で
す
。
同
｛
邪
匹
が
紺
只
七
ク
た
d
ね
ら
っ
て
い
る
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ

4

大
山
均
君
は
、
更
に

＿
歩
も
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
れ
て
お
り
ま
し
た
。
の
村
と
大
体
同
は
絵
に
画
い
た
様
だ
と
聞
き
、
第
二
次
中
央
審
査
で
群
委
貝
長
竹
越
啓
＿
郎
と
で
こ
ざ
い
ま
し
よ
う
。

の
な
い
私
、
な
け
な
し
の
知
恵
又
、
大
国
主
命
を
ま
つ
つ
た
出
じ
状
態
で
む
し
、
う
委
貝
長
代
理
寺
山
猶
一
予
防
注
射
を
う
け
ま
し
よ
う
本
村
に
お
け
る
十
月
末
現
在

．
岡
山
県
婦
人
の
人
情
幾
か
さ
も
馬
県
で
は
じ
ば
め
て
と
，

を
し
ぼ
つ
て
早
く
も
想
像
た
＜
雰
大
社
に
参
拝
し
そ
の
壮
厳
な
ろ
私
達
の
方
が
し
’
し

"
W・
i
二
等
の
優
秀
な
成
績
で
入
宜
委
貝
藤
野
啓
今
年
も
ま
た
ま
た
流
感
の
横
＿
ま
し
た
。
の
紆
集
実
絣
は
次
の
と
お
り
で

ま
し
く
夢
を
描
い
て
お
り
ま
し
社
殿
に
お
の
．
つ
と
頭
が
下
が
り
活
動
し
て
い
る
ー
ヽ

l
1ヽ
1
,
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
よ
う
に
感
し
ま
し
た
。
”
本
沢
正
造
行
す
る
季
節
ど
な
り
ま
し
た
。
当
村
に
お
い
て
は
こ
の
夏
日
戸
別
一
四
二
、

0
0
0
円

・
[
.
し
ま
し
た
。
大
原
美
術
館
、
民
近
心
―
副
買
が
贈
ら
れ
＂
（
教
育
長
）
早
川
水
門
今
年
の
春
九
州
地
方
を
皮
切
本
脳
炎
の
予
防
注
射
を
行
な
い
法
人
（
千
円
以
上
）

信
尉
畠
｀
い
い
い
あ
る
よ
可
＇
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全
員
7

割
給
付
4
0
年1
月
1

日
か
ら

国
保
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
i
す
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い峯己‘

信
雄
（
江
口
）
細
物
怖
沼
釣
一
（
江

ロ
）
懸
出
荒
川
組
（
須
烈
）

出
品
点
数
は
．
盆
枝
―
-
0点
、
立
物

一
八
0
点
、
懸
t
e
一
四
点
で
し
た
。
．
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すつま二十‘投係昭赤的陵ど教をなを村°針 ん協あな会のこのる＜施村つ年谷し kt。五よ骨盆閲塁塁塁［垢五靡育胃認門長 g宕堅i建 ゜閾ぢ翡菟靡t贄：坦且長尼翡｛；更j順
政で余度のし設十出梨急政産しを上村 し、に持全 動て‘堂‘会状が全大この問で運‘のの竹て事七さを度に業て排げの て村 財 をお補委更の態で部切と考題す閤調
営今黒決恥、業年な行をつ‘行しま財 述の 、 廂り謀且に活でき落でもえと゜＂
に後字ヰのまで度＼、な考＼‘土さ｀す政 へ財 政 つまで会 P 動すなにす達はこ村心千
当もをで御す約かが、えて木ま健と運 て政 てす非な T‘ ゜し、施がの°のとし津 クリスマスを目標に東京を中心に出荷され、成育も順涸で、虹推奨
る自出も協゜一らえ‘ても‘す全‘営 ＜述 の ゃが行ど A 育 の設‘遊 迫し、井 鉢ものとして好評のようです。出荷目標は約五万鉢とか、一鉢三百円
心信し‘力し低学で断‘‘福°な放の だ営 み‘防の‘成がし＼‘びひてヽ
算をて六でか円校すじ窟重祉 財没方 さの ま更止適婦団 ‘てま場褐青ビ 位と 1 、うことで栽培者はみな明るい表情です。

くでつ早体たりが II るだたすてつよ岱il年にヽ腸洒か＼、お始ぎで"に相でミ宜うしがれめ うで会に！1 うかな心
よ‘てくがた‘｀着よけたこ早たうが始ひ接をのかず魚のてな食の談しン健どや大にぬ胃わ‘なつ飲でし＼，身おオ3
う筋‘ふだめか沼づう主ちとくり゜＼ヽ吝き待休場るれ‘こしくぺせのよ剤けんす切十し、と 1ナゆどづみす＼、とに正 lE
に肉体だる‘つなかに婦もでこーーちへつづめ合もも肉ろま‘づる上うを剤な＼、で分た肝でわ ‘1 、す°とか疲月
しの採んく肩られれすの‘すの日通ばのづかるとのか‘つうどかこ ‘C のとどパす休わ臓すば飲てぎ い‘れがて緊ゃのながをな II る負協゜つゆりん接＼ヽれこ同がなし のうれと早築むかをン゜捉けの゜おむ ‘II う身を終月
下張ナ身つこかい若こ担力まかつのの待て II とじ多りち もし II でく局と強主‘従をで消 酒機お年 訴体感る ・
さをワ軽たつぷ和＼、とをしたれく接被°‘年がく＼ヽ胃‘ ‘て飲す正や回肝におつ与す化 づ会正末 えのじと一つ
＼、と卜さりたつ服女で少て家をりt}害こお末第‘のにお 年もむ゜常お復剤しかてえか器 かが月の が調て、
°きピにしりたを性すなで族追休が者れ正のーまで負菓 末食ば な医も‘てゆ‘るらを れ多の忘 多子元どヵヽ
ほなかま‘り沼な°くきの 1 、殺おでは月多です‘担子 ‘ぺか 軌者早ピ‘‘消こ‘＼、 と＼、新年 し、が気う
どどえす身したど するか出しわし主の忙す悶おのと 年すり 道に 1 、ク適煮化とこじ し、の年会 ょおがもオし

1,1t 
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叫鯛も 新り出直］ [ ; ］冒賢彎釘門：庭
；る塁暑鰭且［悶春 歪塁叶円賛 9喜 'b  ·t仄 喜羞：い門；籍息ぱ豆骨
鵞贅翠［竺竺よ胃［長を戸 9 日 9t t; §蕊藝息 よf̀ ,  9 ．ぇ·ゞ名 曇凰翠岳t ;v: ]i ;: --
噂を合嬰翡翡魯g早迎 闘房口ぉgは＇ 表彰をうけた発育優良戸ざ；一応巧且：五托゜日
m品塁塁川え 訴い謬濯贋晶門；嬰：ま 1了り品啓 □ 9 訂漏： ；讐村口‘協勺竺こ言‘喜農 翡ぢ塁g
。こ:i『涵水て 丑葺ぞ琴！丑屁會：：］冒蕊伍：汀賛：［い］にば出m 農日戸9
さ上迅°を て昇 9 彗讀誓悶晶旦塁覧謬今、訂翻門盆昇農喜悶ぎ H汀°i麟 協 ご令畠門
；且そ：門 9戸；負筈汀函蕊：戸゜且芸戸戸じ←笠芦箪長よ籍ん彗進合 冗；魯冒

ーして力旧党 決剣‘まが給年の；眉烹豆よt喜［芦言尉翡手門ぢ篇謬繭そ、児『遺め併 信g:

田鱈冑口贔合汀田直9日農業後継者に特典汀；＂：出又ましを 1 " 農たた三‘しに＼、と E 人年贈贈限年年年受しみの雑のめ分 す r—協能よし進業協炭 た館ち
地の実年贈かしるり‘ で以与与ら間十一けまの要で改の化しれう支続与受をかlJ!1の 。既のを 1 、たんを業菜 °林やにち紐以与しぼとツ贈 な上をすれに二月るす御点す正一とたる有払 0) 税け一り家一租 〖屡 I 能規十担悩で取組経 よ ' 保ん
つはが上を年らきは与 け殷しるる行月ーも°理をののつ袋 よ利えとがた括生の部悦 と換分＼、勢 1 ヽり織営 1 儲穴
い‘あ股受令なは‘を れ菜た人こな三日のま解ので内の業こうなばきか場し前音が特 月し 組を発手にままののてすり業けがけ‘子受 ばを日＾とわ十かはずをぺ‘容措後れに途良相か合てに年改別 縦拡揮と応すく発磯 う l 青g
農み‘にと：：：れそ供け な営ま親でれ一ら‘‘ねてこは置継はなが 1 ，続らに贈股か正措木且な を大すしぇ。11'l生械
業や贈従る十ばのがる りんでツする日昭昭こが制こなで者股り開と悦ずは与地父さ脱 もしるてて勢な化 をの
経か与事とオな内二人 まで引は°贈ま和和のう度でかす育地まかいを相贈を等親れ法紛tど ってに農‘ はどあ 戴回

悶靡し h‘ t t胃tぷ讐tよ訊悶饂府尼；嬰界こ合は第且魯；呼雰魯図ぢぜ農毎が品第 9 の贈 悶村 晶翡姦翡； ；；魯t含念 9 合
腐麟ば屯屯悶汀紀：嚢認円mm：ば応品im江tと与ば 村品覧畠芸紅；彗ば口
嚢手ご 唸塁悶ロコそ゜認姜？謬｛｝と｀ I: 各房屑i翡竺炉環んはよ芸昇特、：き税 1と眉明 hり 問；りi惰闊塁t羹五円
はと‘ この税に相た亡れれ死払時で税相普特な担とんはにばそ借前業°以部菜‘例が う発和序li 炭図どし取取先の容金金‘

き！き：i [ ：旦[ it :、:[ [ 1 [ ；倉閉；国］晨：゜旦届 l[ ] i与：合皇［］を9 喜は且皇［極着国；届；居［正［ ; i房喜
伍｀｀’｀];[ E』悶 歳 ll i叩叫屯；扉鱈庄： ！］発t日詞：f：田
信認竺立りも喜贔ぷ悶：旦涵鱈 末，，；畠厚訳魯［闘塁琵応t註に翻悶て畠促を占頁梵認工炉
は場い割‘まめすめ贈のに解動共は ナこ’， てす会委役委たに方イ高拠のて進じ会成村設委咋 し合あど‘あで合農 が晨

霜悶詈；g;合氣倫； ？青阻五 す I9 t’□晶゜翡；雷出昇賢塁岳塁午ぢ進 ；り名含眉“””
きど業をを°てでたは脳わ協な‘の す識そ区議‘ す致 l 路 1 、とすかの社ま開会を二設 °互協えの業ら皆合 ら拡
らはを処受 1 、無ら 1 •与 I1 カつ孜社明'’け,, I. 経の長＾村 るすチ‘わ 1, °る開会し発を経月 いのて情の‘さ併れ充

悶ぷで閲t魯い芸；旦彗か”あ！9 13]ー：炉這汀旱召渭瑾閏賃！立 平廃認；；戸誼
う続務業＜件こるをしに長がり 言にき署委わはの以こ納ま越期得金る”し、’’ 藍会 理副会役言
与乞；叡、変悶点t ？亨貪倫芸憂し、！＇運，’ 事計 事喜長甘＇
五丘：心；喜？ばf： 口嘉合五年’’動’’ 浅多落公惣幸原次沢坂一良新郎孝森市田新野小坂次、＇
印彗丑嬰g手見•i l t戸ら越”て:,, I; 闊畠t治蔵乱£［喜巌凪翡翡ぶ場讀虞惰上f l
下のれ或役す受点°らに て名長円 し” 術蔵シ鯉奈二荒‘太口｀太村久郎村‘三竹誠義ぉ言
さなては場かけでな贈その期の 沼良‘川荒郎治栗郎徹保‘俊荏郎蔵司兵り言
1, 1 ヽ‘のらるす く与れ方入浄 野 忠原蓮好井‘平原‘司銀酒雄原‘ で三子教をいながたに県庭成育 A は
°ょ手税農‘条がな税ぞ々院財 本 弥与見一忠始‘栄奈‘三井‘弥多 す＇ど育取親 1 、ま第°配下教ののの‘こ

, r —•19 ... 1 男前貝 n 人査 中く方庭れ言：号］よ王をこり怠冥ら器醤岱岱

ｧ i詈拷．： ］告ど烹 基 1 互； :i ［名主’;g it与t与は言 9 ［石差誕 9 四
見は 9 五百合五ぶり 登ど 昇悶翡幻’｀：翌i紅ことわ←と年て県育
？ミ久五g ［千な普 録攀ば穏白； 1,~ ［サ］謬！且廿計‘g
ょさ孟兒；だ汀差悶 さ 人 1這呈五畠 K 言る←）庭←ょ行心し古‘家育教 T で
ゆ四増人た二選で そのをさな 0,
ぅ人えで人 ＋挙調 れ名 りl、おの家 ＇いのも和力な示と月行つに 9るとい
受使行今 人て八＾五 た簿 1 感れ越f9 皆チ· ；；；と運出村強り隣ししーををつ国か家
取 用な年こも ‘九二 1 謝村せこされ圭，思動さかくで組てて日強かく子ら・庭

1§’’’ ど 5 与瓦［ミ多詈邑図t I~震］芯［喜 ’]05 ＼な；竺 9 悶懲i 9 言翌： 1］よ皇食
1投禁区」に竺I 男 1 女 1 計 °べ十挙て男七の 八 t門交尚 ｧ I §ば甘舟¥ g扇° ；素t百厚令菜t
第一投票区 1 409人1 445人| 854人 : l ; ･ [ 9 ［人 1 同合、る‘ i 1 豆謬繹扉 図＄竺＄農尉お
；玉五I― 534 1 580 1 1,114 ？百ば゜合g三 門 5 ぽ k’ たみ年明て位を心毎実三中て心

第三投票区 1 466 | 535 | 1,001 : ; 7 岱さ嘉嘉t ；こ；皆；孟房品晶五贔明 N 時 と品並 やがすのく
第四投熙区| 322 | 347 1 669 了； ；蒜今灯勺i ：盆f〗:巴盈零畠~ 1] 屑晶了館ほ塁へ孟且：蒜百序力：昇悶正
第五投票区 1 278 1 306 | 584 塁t心t畠と；令唇塁限ゎ‘t巌五忍農；り、塁戸野塁演晶｝； ：＼鷹素汀己iは
第六投票区 1 225 1 259 1 484 tぢ 9: ; 9闘 1; Iよf；阿 上塁届 N 芯悶昇 芯守員 房すやののま乎ば間下が天
戸「下］＝l 802 塁＼る‘ヒ、とぶ届おり盆ゞ円 百悶兄§元目胄日男 羹＇［ : : [ ]>; : ：気
了894 | 5,508 1：り二、中｀房め、て各尼 ぢ 眉合る悶i急魯i氏 色め水年°や温まさき＾＾＾＾

昭和 40 年 1 月 1 日 明 和 村 広 乎

よ ,、

ょ

親

よい家庭

い子

基
本
選
挙
人
名
博
登
録
者
数

,, ii 

一


	昭和39年度
	第43号（昭和39年4月）
	第44号（昭和39年6月）
	第45号（昭和39年7月）
	第46号（昭和39年9月）
	第47号（昭和39年11月）
	第48号（昭和40年1月）


